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〔研究ノート〕
大学生における就職活動を通しての 
自己成長に関する研究の動向
増　淵　裕　子
A Review of Undergraduate Students’ Self-Growth through Job-Hunting
Yuko MASUBUCHI
　　This study focuses on the contribution that job-hunting makes to the development of youths and 
adolescents, and reviews research on the growth of undergraduate students in Japan through activities 
related to job-hunting, reports on trends, and investigates future tasks and challenges. A literature 
search revealed that there are four characteristics concerning growth resulting from job-hunting. (1) the 
growth related to the self (better self-understanding, self-acceptance and clearer self-image, self-
identification, self-management and task execution skills, and increased motivation, better attitude and 
more confidence); growth related to interpersonal relations; and growth related to society and 
occupations; (2) the sense of growth differed according to the content and intensity of job-hunting, and 
the degree of satisfaction with its outcome; (3) growth through job-hunting motivated the students, 
before joining a company, to prepare psychologically to embark on their careers and to enrich their 
university lives; these forms of growth also added to their adaptability and confidence after joining the 
company; and (4) a sense of self-efficacy was influential as a determinant of growth. This study, which 
also discusses future tasks and challenges, confirms that job-hunting, although ostensibly focused on 
career development, promotes broader growth and development of young people.
Key words:  job hunting （就職活動）, self-growth （自己成長）, undergraduate students （大学生）, youth and 
adolescence （青年期）, career development （キャリア発達）
問　　題
　大学生にとって，学生生活から職業生活への移行
は大きな課題であり，就職活動はその第一歩である。
また，国家レベルにおいても，20 年近く前から，
学校から社会・職業への移行をめぐる課題や若者の
社会的・職業的自立に関する課題を背景として，キ
ャリア教育の必要性が提唱され，発達の段階に応じ
た体系的なキャリア教育が推進，実施されてきてい
る（文部科学省中央教育審議会，2011）。
　就職活動が青年の成長・発達にもたらす意義は 2
つの文脈で捉えることができると考える。第一に，
キャリア発達の観点である。働くことや社会への意
識と理解を深め，自分自身のキャリアを考え，選択
し，社会へ移行していくという，キャリア発達を促
進する視点である。第二に，青年期発達の観点であ
る。就職活動の体験自体が，自己理解やアイデンテ
ィティ形成，社会的スキルの獲得など，働くことに
とどまらない青年の成長・発達を促進すると考えら
れる。従来，青年心理学や発達心理学においては，
青年期にさまざまな面での発達が進むとされ，『新・
青年心理学ハンドブック』（後藤他，2014）の目次で
は，青年発達の諸側面として，自己意識・自己形成，
自我・アイデンティティの発達，身体的発達，性的
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発達，感情の発達，動機づけの発達，道徳性の発達，
学びの発達，時間的展望，社会的態度，宗教性，キ
ャリアの発達，価値観の発達，関係性の発達が挙げ
られている。
　この第二の観点に照らし，これまでの研究では，
就職活動を通してどのような面が成長・発達すると
言われているのであろうか。本研究では，このよう
な問題意識から，上記第二の観点である青年期発達
における就職活動の意味に焦点を当て，わが国にお
ける大学生の就職活動を通しての自己成長に関する
研究を概観し，その動向を報告し，今後の課題を検
討することを目的とする。
　なお，髙橋（2018）は，日本における大学生の就
職活動に関する実証的研究を概観し，大学生の就職
活動に関する国内文献を，①職業的発達に焦点を当
て，職業発達の程度と就職活動との関連を検討する
アプローチ，②就職活動を意思決定のプロセスと捉
え，意思決定を促進または阻害する要因との関連を
検討するアプローチ，③就職活動における進路探索
行動に焦点を当て，内容や諸変数との関連を検討す
るアプローチ，④就職活動の関連要因との関連を検
討するアプローチ，⑤就職活動の影響に焦点を当て，
内容や諸変数との関連を検討するアプローチに分類
している。本研究では，主に髙橋（2018）の⑤に関
連する文献のうち，就職活動を通しての自己成長を
検討している文献のほか，髙橋（2018）では取り上
げられていない文献も加え，青年期の成長・発達の
観点からその詳細を概観する。
文献の検索方法
　国内文献を検索するため，国立情報学研究所が提
供するデータベースである CiNii を用いた。「大学
生」を対象とした心理学および関連領域における研
究で，国内学会誌または大学等の紀要に掲載された
論文を対象とし，また，入手可能な文献に限定した。
検索キーワードは，「就職活動×成長」，「就職活動
×発達」とし，「成長」や「発達」のキーワードが
直接使われていなくとも，就職活動を通しての成長
や発達に関連する内容と考えられる論文も含めるこ
ととした。これらのデータベースの最終検索日は，
2018 年 11 月 11 日であった。
結果と考察
分析対象文献
　CiNii による検索では，「就職活動」が 1421 編で
あるが，そのうち「就職活動×成長」が 26 編，「就
職活動×発達」が 56 編であった。これらの文献の
中から，本研究の研究目的に沿う学会誌論文・紀要
論文を抽出し，「就職活動」のみをキーワードとす
る研究から本研究の目的に沿う研究を加え，さらに，
入社初期の青年を対象に大学生期の就職活動を尋ね
た文献も含めた計 11 編の文献（Table 1）を分析対
象とした。
自己成長の内容
1）各文献での自己成長の内容
　浦上（1996a）は，進路選択に対する自己効力，
就職活動，自己概念の関連を検討している。この研
究では，自己成長として，一般的な自己概念の明確
化と職業的自己概念の明確化が扱われている。
　浦上（1996b）は，速水・西田・坂柳（1994）が提
案した自己成長力という概念を用い，就職活動によ
る自己成長を検討している。この研究では，自己成
長の内容を，能力，性格，生き方の 3 領域で「自ら
自分自身を伸ばしていこうとする力」と捉えている。
　杉村（2001）は，アイデンティティ探求のプロセ
スにおける自己と他者の関係の認識を「関係性」と
呼び，関係性のレベルの変化とその要因を検討して
いる。この研究では，自己成長の内容として，アイ
デンティティ探求における関係性のレベルが扱われ
ている。
　土田・平部・田島・川原（2010）は，職業決定と
自我発達との関連を検討している。この研究では，
自己成長の内容として自我発達が扱われている。
　藤 里・小 玉（2011）は，首 尾 一 貫 感 覚（Sense of 
Coherence）が成長感に及ぼす影響を検討している。
この研究では，成長感として，①「自己の能力・価
値への気づき」，②「自他の絆の再発見」の 2 因子
が見出された。したがって，この①②が自己成長の
内容に当たる。
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　髙橋・岡田（2013）は，就職活動による自己成長
感を探索的に検討している。その結果，①他者関係
の構築，②課題遂行スキルの獲得，③自己理解と自
己受容，④社会への積極的関与，⑤感情の統制の 5
因子が見出されており，この①〜⑤が自己成長の内
容である。髙橋・岡田（2014）や村瀬（2017）もこ
の 5 因子を用いている。
　髙崎（2015）は，入社後の仕事への自信に影響を
及ぼす就職活動の要因について検討している。この
研究では，就職活動を通した意識変化として，①
「就職への前向きさ」，②「自己理解の促進」，③
「業界・職種理解の促進」の 3 因子が得られており，
この 3 つが自己成長の内容と言える。
　大西（2018）は，就職活動による自己成長感とア
イデンティティとの関連を検討している。その自己
成長感は，①「自己明確化」，②「自賛・自信」，③
著者名 発行年 自己成長の内容
自己
対人関係 社会・職業
自己理解・
自己受容・
自己概念の
明確化
アイデン
ティティ
自己管理・
課題遂行の
スキル
意欲・態度・
自信
浦上昌則 1996a
一般的な自己概念の明
確化，職業的自己概念
の明確化
一般的な自己
概念の明確化
職業的自己概
念の明確化
浦上昌則 1996b 能力，性格，生き方に関する自己成長力
自分自身を
伸ばしてい
こうとする力
杉村和美 2001
アイデンティティ探求
における関係性のレベ
ルの成熟（または退行）
（アイデン
ティティ探
求における）
関係性のレ
ベルの変化
（アイデン
ティティ探
求における）
関係性のレ
ベルの変化
土田恭史・
平部正樹・
田島佐登史・
川原正人 
2010
自我発達
その危機として①決断
力不足，②同一性拡散，
③独立と依存のアンビ
バレント感情
自我発達
（アイデン 
ティティ）
藤里紘子・
小玉正博 2011
①自己の能力・価値へ
の気づき，②自他の絆
の再発見
自己の能
力・価値へ
の気づき
自他の絆の
再発見
髙橋南海子・
岡田昌毅 2013
①他者関係の構築，②
課題遂行スキルの獲得，
③自己理解と自己受容，
④社会への積極的関与，
⑤感情の統制
自己理解と
自己受容
感情の統制
課題遂行ス
キルの獲得
他者関係の
構築
社会への積
極的関与
髙橋南海子・
岡田昌毅 2014
①他者関係の構築，②
課題遂行スキルの獲得，
③自己理解と自己受容，
④社会への積極的関与，
⑤感情の統制
自己理解と
自己受容
感情の統制
課題遂行ス
キルの獲得
他者関係の
構築
社会への積
極的関与
髙崎美佐 2015
①就職への前向きさ，
②自己理解の促進，③
業界・職種理解の促進
自己理解の
促進
就職への前
向きさ
業界・職種
理解の促進
就職への前
向きさ
村瀬玲子 2017
①他者関係の構築，②
課題遂行スキルの獲得，
③自己理解と自己受容，
④社会への積極的関与，
⑤感情の統制
自己理解と
自己受容
感情の統制
課題遂行ス
キルの獲得
他者関係の
構築
社会への積
極的関与
大西将史 2018
① 自 己 明 確 化，② 自
賛・自信，③肯定的職
業意識
自己明確化 自賛・自信 肯定的職業意識
風間文明・
山下倫実 2018
①自己明確化，②就業
準備性，③関係性強化 自己明確化 関係性強化 就業準備性
Table 1　各文献における自己成長の内容とその分類
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「肯定的職業意識」の 3 側面からなり，この 3 側面
が自己成長の内容である。
　風 間・山 下（2018）は，髙 橋・岡 田（2013）の 尺
度を用いて，就職活動中の自己成長感の規定因を縦
断的に検討している。因子分析の結果，就職活動に
よる自己成長感として，①「自己明確化」，②「就
業準備性」，③「関係性強化」の 3 因子が見出され，
この①〜③が自己成長の内容である。
2）自己成長の内容の分類
　1）より，自己成長の内容は，自己に関するもの，
対人関係に関するもの，社会・職業に関するものが
あると考えられる。そこで，この 3 つの観点から，
自己成長の内容を分類した（Table 1）。なお，その
際，2 つの観点にまたがると考えられるものについ
ては，両方の観点に重複して分類した。
　自己に関する成長については，自己理解・自己受
容・自己概念の明確化，アイデンティティ（自我発
達），自己管理・課題遂行のスキル，意欲・態度・
自信にさらに分類された。自己理解や自己概念の明
確化は，今回分析した文献中でも多く出てきており，
就職活動による自己成長の内容として共通して捉え
られていると考えられる。アイデンティティに関し
ては，自我発達の他，アイデンティティ探求におけ
る関係性（自己と他者の関係性の認識）のレベルが挙
げられていた。自己管理・課題遂行のスキルとして
は，感情の統制ができるようになる，課題遂行スキ
ルが獲得されるなど，大学生としての日常生活に役
立ち，また社会人としての生活にも必要であると考
えられる能力やスキルの獲得が挙げられていた。ま
た，意欲・態度・自信としては，自分自身を伸ばし
ていこうとする力，就職への前向きさ，自賛・自信
といった，就職へのあるいは自己全般へのポジティ
ブな意欲や態度が挙げられた。
　対人関係に関する成長については，他者関係の構
築，自他の絆の再発見，関係性強化，関係性のレベ
ルの変化といった，対人関係の構築・強化に関する
内容が挙げられていた。
　社会・職業に関する成長に関しては，社会への積
極的関与，肯定的職業意識，業界・職種理解の促進，
就業準備性が挙げられ，社会や職業に対しての前向
きな関わりや意識，社会・職業の理解，社会に出
る・職業に就く準備など，キャリア発達に関連する
内容であった。また，社会・職業に対してのポジテ
ィブな意識や態度が複数挙げられていた点が特徴的
であった。
　以上のような成長の内容は，前述の『新・青年心
理学ハンドブック』（後藤他，2014）に挙げられた青
年発達の中で，自己意識・自己形成，自我・アイデ
ンティティの発達，感情の発達，動機づけの発達，
社会的態度，キャリアの発達，価値観の発達，関係
性の発達等に関連する内容であると言える。
3）就職活動と自己成長との関連
　各文献での就職活動と自己成長との関連について
まとめたものを Table 2 に示した。各文献を概観す
ると，就職活動の内容や程度，その結果への満足度
などにより自己成長感が異なること（浦上，1996b；
杉村，2001； 土田他，2010； 髙橋・岡田，2013； 髙崎，
2015），就職活動と自己成長との関連には，学部・
学科などの専攻による差があること（浦上，1996a；
髙橋・岡田，2013）が示されている。
　就職活動の内容や程度などによる差として，浦上
（1996b）は，就職活動の中で，「自己と職業の理解・
統合」「就職活動の振り返り」という思考的活動が
直接的に自己成長感を高めること，「就職活動の計
画・実行」という具体的活動も「就職活動の振り返
り」を媒介して間接的に自己成長力を高めることを
明らかにしている。髙崎（2015）は，「自己探索」
と「環境探索」が「就職活動を通じた意識変化」を
促進することを明らかにしている。髙橋・岡田
（2013）は，①就職活動の期間や企業との接触回数
が多い，②就職活動の困難度が高い，③就職活動の
結果に対する満足度が高い方が，自己成長感が高い
ことを示している。杉村（2001）は，面接調査の結
果から，就職活動や職業決定が，職業領域にとどま
らない自他の認識の成熟に影響する可能性を示して
いる。土田他（2010）は，就職活動を多く行ってい
るほど，自我発達における「決断力不足」が高いこ
とを明らかにしているが，これは大学 3 年前期の調
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Table 2　各文献における自己成長の内容、就職活動と自己成長との関連、自己成長の影響・関連・規定因
著者名 発行年 就職活動と自己成長との関連（関連箇所のみ抜粋し記述）
自己成長からの影響／自己成長との関連／自己成
長の規定因（いずれも関連箇所のみ抜粋し記述）
浦上昌則 1996a
教養学科生と幼児教育科生とを比較し，教養学
科生のみで以下の結果
就職活動の計画・実行 自己概念明確化の変化
【規定因】進路選択に対する自己効力
浦上昌則 1996b
①直接効果
自己と職業の理解・統合
自己成長力
就職活動の振り返り
②間接効果
就職活動の計画・実行 就職活動の振り返り 自己成長力
③成長に影響しない要因
　就職内定先の有無
【規定因】進路選択に対する自己効力
杉村和美 2001
①大学 3 年生前期から 4 年生後期にかけての関
係性のレベルの変化に関わる要因として，「就
職活動・職業決定」が高レベルへの移行と低レ
ベルへの移行の両方に最も関連
②「就職活動・職業決定」は「職業」領域だけ
でなく，「友情」「デート」「性役割」といった
別の領域の関係性のレベルの変化にも関連
土田恭 史・
平部正樹・
田島佐登史・
川原正人 
2010 就職希望群では，就職活動の程度と「決断力不足」との間に正の相関
藤里紘子・
小玉正博 2011
【規定因】
髙橋南海子・
岡田昌毅 2013
文系である，就職活動の期間や企業との接触回
数が多い，就職活動の困難度が高い，就職活動
の結果に対する満足度が高い方が，自己成長感
が高い
【影響】
課題遂行スキルの獲得 就業準備行動
大学生活充実行動自己理解と自己受容
髙橋南海子・
岡田昌毅 2014
【影響】
①直接効果
社会への積極的関与 現在の会社への適応感
②間接効果
課題遂行スキル
の獲得 就業準
備行動
半年後の
足場固め
現在の会社
への適応感自己理解と
自己受容
髙崎美佐 2015
自己探索 就職活動を
通じた意識変化環境探索
（ただし，就職活動を通じた意識変化は，「就職への前向き
さ」「自己理解の促進」「業界・職種理解の促進」の総合得
点）
【影響】
村瀬玲子 2017
【規定因】アイデンティティが進路選択に対す
る自己効力を高め，それが就職活動による自己
成長感を高めるという仮説は支持されなかった
【関連】就職活動による自己成長感は，進路選
択に対する自己効力およびアイデンティティと
の間に正の相関
大西将史 2018 【関連】「自己明確化」「自賛・自信」「肯定的職業意識」はアイデンティティと正の相関
風間文明・
山下倫実 2018
【規定因】就職活動前の進路決定の確信度が「関
係性強化」を抑制，就職活動前の役割遂行感が
「自己明確化」「関係性強化」を促進，就職活動
前の自己効力感が「自己明確化」「就業準備性」
「関係性強化」を促進
注）実線の矢印は正の影響，破線の矢印は負の影響
把握可能感
処理可能感
有意味感
自己の能力・価値への気づき
自他の絆の再発見
入社予定企業
満足度 初任配属職場における
関係構築行動
入社3～5年目
の仕事への自信就職活動を
通じた意識変化
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査で，就職活動終了後の調査ではないため，就職活
動を多く行っているほど迷いを感じている結果とな
ったと考えられる。これらの研究から，就職活動に
おいて，自己と職業とのすり合わせや体験の振り返
りといった内省や情報収集を行っているほど，また，
活動量が多く困難度が高いほど，さらに，結果に対
する満足度が高いほど，自己成長感が高い可能性が
読み取れる。
　また，特筆すべきなのは，就職内定先の有無は自
己成長力に影響しないことである（浦上，1996b）。
したがって，就職活動を積極的に行い，いろいろな
企業と接触し，自己と職業のすり合わせをし，また
その経験を振り返る活動を十分に行うことが，大学
生の成長・発達を促進する可能性がある。
　振り返りを通しての自己成長という視点も重要で
ある。浦上（1996b），大西（2018）も振り返りの重
要性を指摘している。就職活動を具体的に行うだけ
でなく，そこで自己と職業の結びつきを検討し，具
体的な体験を振り返る思考的活動が，成長・発達に
大きく関わっていると考えられる。
　一方，専攻による差としては，就職活動から自己
概念の明確化への影響が，教養学科生のみで見られ，
幼児教育科生では見られない（浦上，1996a）との結
果が得られていることから，職業に直結しやすい学
科の学生よりも，そうでない学科の学生の方が，職
業選択を検討し悩む過程で，自己概念が明確化され
やすいと考えられる。また，髙橋・岡田（2013）は，
文系の方が理系よりも自己成長感が高いことを示し
ており，その要因として，研究室経由やリクルータ
ー制を利用した採用活動により，比較的短期に就職
先が決まりやすい理系と比較し，文系の方が活動量
が多いことが考察されている。
4）自己成長の関連要因（自己成長の影響・関連・規定因）
　各文献において，自己成長の関連要因として検討
されたものを Table 2 に示した。
　自己成長からの影響として，髙橋・岡田（2013）
は，「課題遂行スキル」と「自己理解と自己受容」
は入社前の就職準備行動や大学生活充実行動を促進
することを明らかにしている。また，髙橋・岡田
（2014）は，「社会への積極的関与」が入社初期の適
応感を直接促進すること，「自己理解と自己受容」
と「課題遂行スキル」が，「就業準備行動」や「半
年後の足場固め」を媒介して，入社初期の適応感を
促進することを明らかにしている。髙崎（2015）は，
「就職活動を通じた意識変化」が，就職活動終了時
点での「入社予定企業満足度」や，入社 1 年程度時
の「初任配属職場における関係構築行動」，入社 3
〜5 年目の「仕事への自信」に影響することを示し
ている。これらの研究から，就職活動による自己成
長感は，入社前の就職準備行動や入社後の適応や自
信にポジティブな影響を及ぼすと考えられる。また，
就職活動後の大学生活充実行動も促進することが示
されていることから，就職活動による自己成長感が，
大学生活やその後の生活全般にポジティブな影響を
及ぼす可能性も考えられる。
　自己成長との関連としては，アイデンティティ
（村瀬，2017； 大西，2018），進路選択による自己効力
（村瀬，2017）が挙げられた。
　自己成長の規定因としては，浦上（1996a, b）が，
進路選択に対する自己効力が就職活動や自己成長力
に影響していることを明らかにしている。藤里・小
玉（2011）は，首尾一貫感覚のうち，「処理可能感」
と「有意味感」が自己成長感を促進し，「把握可能
感」が自己成長感を概ね抑制することを明らかにし
ている。風間・山下（2018）は，就職活動前の進路
決定の確信度が自己成長感の「関係性強化」を抑制
すること，就職活動前の役割遂行感は，「自己明確
化」と「関係性強化」を促進すること，就職活動前
の自己効力感は「自己明確化」「就業準備性」「関係
性強化」を促進することを明らかにしている。
　以上の研究から，規定因として，就職活動前の全
般的な自己効力感や自信，および就職活動・進路選
択に対する自己効力感や自信があり，これらが自己
成長や就職活動自体を促進すると言える。
今後の課題
　本研究により，就職活動が，働くことにとどまら
ない大学生の全般的な成長・発達を促進する可能性
があること，成長・発達に結びつくかどうかは就職
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活動の内容や程度により異なる可能性があること，
就職活動を通しての成長・発達は，入社後の適応も
促進する可能性があることが明らかになった。
　今後の課題として，第一に，就職活動を通しての
成長・発達を促進する規定因や，成長感の個人差に
寄与する要因のさらなる検討が挙げられる。就職活
動の活動量の多さが成長感に寄与する要因の 1 つで
あることが示されていたが，一方で，同じような活
動量であっても，成長する（成長を実感できる）学生
もいれば，逆に，成長を実感できずに自信を喪失し
てしまう学生もいると考えられる。
　第二に，第一の課題とも関連するが，就職活動に
おける振り返りなどの思考的活動の詳細の検討であ
る。本研究で概観した先行研究において，自己と職
業の理解・統合，就職活動の振り返りといった思考
的活動が自己成長につながることが実証されており，
振り返りなどの思考的活動の量や質により，成長・
発達の度合いや，成長感の実感が変わる可能性もあ
る。また，就職活動中の思考・振り返りだけでなく，
就職活動後に，就職活動全体を総括して振り返るこ
とも，自己成長を実感できるために重要ではないだ
ろうか。就職活動体験記を書いたり，大学行事など
のフォーマルな場や，部活・サークル・アルバイト
先などのインフォーマルな場で，自分の就職活動体
験を後輩に話したりすることは，振り返りを促進す
ると考えられる。大学生には，現在，どのような振
り返りの機会があるのかの実態を把握し，就職活動
自体の支援だけでなく，その振り返りの支援を検討
することも有用だと言える。
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